




【研究目的】子育ては、遠い昔から毎日の「普通の生活のなか」で伝承されている。そこ

では、その時代のよりよいところを吸収する知恵を鋤かせなから、今日に至っている。し

かし世の中の移り変わりのなかで、小子化の時代となり、また生活の中心は大人思考であ

るから、術中から子育ての姿を垣間みることが少なくなってさた。そして一方では「子育

ての多様化時代」を迎え・そのなかで「育児情報」が氾濫しているのであるから、昔では

考えられなかったような育児上の問題が、年を追って浮上してきている。

本研究は、「育っていく子ども」の立場から、現代の育児上の問題点、ことに「育児情報

のあり方と受けとめ方を整理して、「生活のなかの育児」を目指すことを目的としている。

そこで、3年間の研究総括として、以下の事項について整理した。


